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ビター）の熱防護システム（Thermal Protection System； TPS）やメインエンジン（Space 
Shuttle Main Engine；SSME）の検査・修理等のコストである。また，回収された SRB
を洗浄，修理および検査等を行うコストや，SRB が水没した時は，その取替えコストも含
んでいる。ちなみに，Koelle の TRANSCOST1においては，種類・改修コストの 8 割前後
は取替え部品のコストであり，残りは検査や取替えのための人員コストであることが指摘
されている2。 
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ここで，式（1）において，学習効果を，例えば，ܵ = 110%とし，式(2)ににおいて，ߛ = 0.02とし，
                                                  
1 TRANSCOST は，バージョン 7.2 を参照した（Koelle(2007)）。 
2 スペースシャトルについて，使い捨てされる外部燃料タンク（External Tank；ET）については，
TRANSCOST では，「回収コスト」と「修理・改修コスト」を含む「オペレーションコスト」の枠組みに
は含めず，機体コストの枠組みに含めている。そして，1 年間に 6 回打ち上げる頻度をベースにして，SRB
（2 本，スペアを含めた「修理・改修コスト）の 8 割程度と見積もっている。ちなみに，TRANSCOST に
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 ここで，「修理・改修コスト」は最初の 1 機を製造するコストのߛ％とし，学習効果をܵ％
とすると の打ち上げで，最初の 1 機と同じ金額になるのかを，朝倉（2016）をもと
に単純計 みる。そこで，݊回目までの累積「 理・改修コスト」をܣܷܯܥ௡ோ௘௙௨௥௕とす
ると，つぎのように計測できる3。 
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 ただし，ܵ：学習効果(%) ܽ:学習効果パラメータ，    
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ܣܷܯܥ௡ோ௘௙௨௥௕ = ܥ1ݒ݄݈݁݅ܿ݁,ܴ・・・（3） 
 























する場合が多いようだ。そして，「寿命保険/軌道保険（Life / In-Orbit Insurance）」は，衛
                                                  
4 学習効果については，Wertz(2000)において，Low Cost Reusable と Modest Cost Reusable の中間の学
習効果の値である。 
5 スペースシャトルを TRANSCOST の未来型の再利用型輸送機の想定と比較すると，最初の 1 機を製造
するコストに対する「修理・改修コスト」のߛ％の値が高いことも影響している。 


























3 . 1 　宇宙保険の概観 6 ）
宇宙保険の契約内容は,個別的な性格が強
く，衛星と宇宙輸送機を明確に区分して確認す
4 ） 学 習 効 果 の 値 は，Wertz (2000)に お い て，Low 






扱 う 企 業 のHP（Munich REやMillerな ど ）， 石 井


























て，「 寿 命 保 険/軌 道 保 険（Life / In-Orbit 
Insurance）」は，衛星が定常的な運転に入った
後の保険である。なお，衛星の打上げにおいて
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